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授業概要  

旅行会社の重要なビジネスパートナーであるホテル、旅館との具体的な協業経験から、この授業では、皆さ

んが家族旅行や修学旅行で利用したことのある旅館やホテルなどの宿泊施設を、お客様の目線はもとより、サ

ービス・おもてなしを提供する側から学び、この業界の現状や今後について考えます。また旅行会社にとって

重要なパートナーである旅館・ホテルとアライアンスを結び定期的な会合、意見交換を行い、旅行商品を造成

し、ウィンウィンの関係にあることなども学びます。 

 

授業計画  

 
第 1 回 授業オリエンテーション（授業の進め方と学び方） 

第 2 回 旅館の歴史（奈良時代から始まる宿泊産業） 

第 3 回 旅館の特徴（女将さんと仲居さん） 

第 4 回 旅館の現状 

第 5 回 温泉と温泉旅館（温泉街の現状と地域活性化を考える） 

第 6 回 旅館は日本文化そのもの（日本料理・温泉・おもてなし） 

第 7 回 旅館と経営（旅館の経営状況と問題点を考える） 

第 8 回 旅館とホテルの違い 

第 9 回 ホテルの歴史（始まりは江戸時代から） 

第 10回 ホテルの特徴と他の宿泊施設 

第 11回 ホテルの経営（宿泊部門、食飲部門、宴会部門・ブライダル） 

第 12回 海外のホテルと日本のホテルの収益構造 

第 13回 ホテルの実務・ホテルビジネス実務検定過去問題 

第 14回 訪日外国人への対応 

第 15回 まとめ（宿泊産業の今後） 

第 16回 定期試験またはレポート 
 

到達目標  

宿泊産業について興味を持ち、将来の就職先の一つの候補となることが目標ですが、ホテルビジネス実務検

定試験にも挑戦してほしいと思います。 

 

履修上の注意  

関連するニュース、新聞、旅行ガイドブックなど日頃から読んで、授業に対する興味を持ちましょう。授業

の順番は変わることがあります。 

予習・復習  

予習・復習は授業内で適宜指示します。 

 

評価方法  

定期試験またはレポート（60％）、授業内数回の小テスト（30％）、授業態度（10％）を総合的に判断しま

す。  

 

テキスト  

使用しません。毎回授業資料を配布します。  


